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	 1	 ｜	上尾市産業振興会議における施策の協議・検討及び市への提言

　本市では、平成26（2014）年に上尾市産業振興ビジョンの実現に向けた推進体制として、「上尾市
産業振興会議」を設置しました。当会議は、学識経験者をはじめ、市内事業者や市民、産業支援機関等
から組織されており、実現可能な産業振興施策を協議・検討するため、年に複数回の会議を開催し意見
交換を行っています。取りまとめた施策は提言書として毎年、市に提出されています。
　新ビジョンの実現に向けても、当会議を推進体制の核とし、前章で掲げた各施策における具体的な事
業内容について協議・検討してまいります。
　また、社会経済状況の変化や、国・県の施策の動向、事業者や市民のニーズなど、時代の変化に合わ
せて、柔軟かつ丁寧に対応していく必要があります。特に注力すべき時勢に沿った施策については、当
会議にて毎年協議・検討し、その結果を提言に反映させることで、効果的な施策の実現に努めてまいり
ます。

	 2	 ｜	産業振興に関わる各主体の役割

　ビジョンを実現するための方針とそれに関連する各施策は、本市の産業振興に関わるあらゆる主体が
それぞれの役割を認識し、連携・協働しながら進めていくことが重要です。市は、本ビジョンを推進す
るにあたり、各主体とつながりや連携の場を作りながら、まちが一体となって産業の振興を図れるよう
に進めていきます。

① 市

・�本ビジョンの内容について、積極的に周知・啓発を行い、事業者、産業関連団体、市民、産業支援機
関などと相互に連携・協力して産業振興を図る体制づくりに努め、産業振興施策を推進する。

・�産業振興に関連した諸施策（まちづくり・カーボンニュートラル・福祉・教育など）との調整や連携
を図る。

・�上尾市産業振興会議の事務局として、会議における意見が市への提言に反映されるよう調整を図ると
ともに、提言が実現するよう努める。

上尾市産業振興会議

〈委 員〉
・学識経験者
・市内事業者(産業関係者）
・金融機関
・産業支援機関
・市民構成団体
・市民
・関係行政機関

市 民

市内事業者

上尾市（事業の企画・立案）

金融機関 産業支援機関

協力
連携

支援

サービスの提供

提言書

豊かな市民生活

・産業振興に関する施策の検討
・産業振興の推進に必要な事項の検討

協力・連携
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・�国、県、他市町村、各種関係機関などから産業振興に関する情報の収集及び提供を行うとともに、諸
制度の活用及び促進を図る。

② 事業者

・�本市の地域経済を支える重要な担い手として、市や産業関連団体との連携を図りながら、自らの事業
の発展や次代への技術の継承などに努める。

・�市民や来街者とともにまちの魅力を高め、市民の生活を支える商品やサービスの提供に努める。
・�上尾市産業振興会議に、産業関連団体を通じて意見や現況を伝え、市への提言に反映させるよう努め

る。
・�地域社会の一員として、雇用の創出や産業間のネットワークの構築、ゼロカーボンシティの実現に向

けた取組みなど、地域社会への貢献に向けた活動を積極的に行うよう努める。
・�産業活動と周辺環境、市民生活との調和を図ることに努める。

③ 産業関連団体

・�事業者の自主的な努力と創意工夫への支援を行うとともに、本市の産業振興を担う中核的な主体とし
て、事業者や関係機関との連携や交流の促進に努める。

・�上尾市産業振興会議において、事業者を代表する団体として事業者の意見を集約し、市への提言に反
映させるよう努める。

・�本ビジョン及び上尾市産業振興会議の提言の実現に向け、実施主体として事業を行うとともに、事業
者に働きかけるよう努める。

④ 産業支援機関

・�地域経済の活性化を引き出し、促進する役割として、本市の事業者や関係機関との連携を積極的に進
めるとともに、本市の産業振興に寄与する研究開発支援や技術的及び人的支援などに努める。

⑤ 市民

・�産業を振興することが地域を活性化し、より良い暮らしをもたらすことを理解し、産業振興への取組
みに協力することに努める。

・�労働者、地域活性化の担い手として、自らが地域産業に与える影響や効果を認識するとともに、地域
の消費者として、自身の消費行動が地域経済に与える影響について理解するとともに、地産地消や地
域商店の利用に配慮する。

・�市内産業の魅力を全国に発信したり、産業振興に関する情報交換の場に参加したりするなど、主体的
にまちづくりに関わるよう努める。
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	 3	 ｜	ビジョンの進捗管理及び評価・検証

① 進捗管理

　本ビジョンの推進にあたっては、市が本市の目指すべき姿（将来像）と基本方針に基づき（PLAN）、
着実に事業を実施していくとともに（DO）、各施策の進捗状況や成果を定期的に管理し（CHECK）、
本市と連携する関係者と密に情報共有を図りながら、ビジョン推進における課題の発見と解消

（ACTION）を継続的に行っていく、「PDCAサイクル」の考え方を活用していきます。
　PDCAサイクルによる進捗管理の状況については、市が上尾市産業振興会議にて報告するものとしま
す。

② 評価・検証

　本ビジョンの評価・検証については、先述のPDCAサイクルによる進捗管理の中で随時行うとともに、
次期上尾市総合計画や次期上尾市産業振興ビジョンの策定時において、本ビジョンで設定した各産業

（農・商・工・観）の課題に対する施策の方向性や、産業振興の基本方針や基本施策、及び主要施策が
目指すべき姿（将来像）に寄与したかなどについて振り返り、評価・検証を行うものとします。
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